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実りある人生（ヨハネ15：1-5）
今日、読んではいませんけれども、ヨハネ15：16を見ると、イエス様が弟子たちに、このようにおっしゃっています。「あなたがたがわたしを選んだのではありません。わたしがあなたがたを選び、あなたがたを任命したのです。それは、あなたがたが行って実を結び、そのあなたがたの実が残るためであり、また、あなたがたがわたしの名によって父に求めるものは何でも、父があなたがたにお与えになるためです。」とおっしゃいました。つまり、キリストによって神様に召されたクリスチャンの私たちは、最初から実りある人生を歩むことが定められているし、そのために召されているものだという意味です。これはひとりひとりがクリスチャンとして召されたときには、ひとりひとりに神様の天命が与えられているし、そして、神様ご自身が、それを完璧に成し遂げられるという意味です。その結果、実を結ぶ人生、実りある人生を歩むようになるのです。それが召された瞬間から、そういうことのために召されているとおっしゃっているわけです。ぜひ、皆さん、自分の人生の中で、本当に実を結ぶようになるということを信じて、それが当たり前だと思って、期待をもって、祈っていただきたいと願います。
しかし、現実は、なぜ、中々、そういうことが見られないのかと言いますと、そのような存在に作りかえられているのにもかかわらず、クリスチャンひとりひとりが自分のことをそのように見ていないからです。だれでも今現在の自分というのは、過去があって、それで成り立っているものではないでしょうか。つまり、過去は、作り上げた自分という存在です。辛い過去があったもの、また虐待を受けていた過去、だれかと比較され無視されていた過去、いじめられていた過去、大変ショックを受けていた過去、いろいろな過去があるでしょう。反対に、安定していた、恵まれていた過去もあるかもしれません。そういう過去が今の自分を作り上げていたということを否定しては行けないと思います。それでクリスチャンであるのにもかかわらず、自分のことを、過去が作り上げた自分として見ているのです。そのように思っている限りは、実が結ばれるように召されているのにもかかわらず、それを中々、見ることができません。実が結ばれるしかない存在として、キリストによって新しく作り変えられたということに気づいて、その新しい自分を発見し、自分自身を見つめ直すようにならないといけません。何かが足りないからではなくて、過去が作り上げた自分にずっと留まっているからです。その過去が作り上げた自分ではなくて、その自分をキリスト、イエスが十字架にかけられたときに一緒に殺して、キリストの血潮によって新しいいのちを与えられて新しく作り上げました。世の中を歩いているときにしっかりと天命を全うして、実りある勝利の人生を歩むことができる存在として変えてしまったのです。しかし、見事に、悪魔、サタンは、私たちが自分自身を見るときに、いつも過去に照らして、過去が作り上げた自分しか見ることができないように攻撃を仕掛けているので、それに見事にやられてクリスチャンなのに、自分のことが正しく理解できていないのです。どんな過去があったでしょうか。今現在、自分のことをどのように見て思っていらっしゃるのでしょうか。それは正しくありません。キリストにあって新しく作りかえられた自分を発見して見つめ直すことによって、当たり前に実を結ぶ人生につながるようになるということを、ぜひ今日、覚えていただきたいと思います。ですから、どこかにポイントを置いて、フォーカスを合わせようとせずに、他のどこかになにかそうならない理由があるかのように思わずに、自分を見つめ直せばいいのです。ここにいらっしゃる皆さん方は、それぞれ違う過去を持っているし、今現在も人間的にはいろいろな違いがあります。しかし、ここにいらっしゃる皆さんは、キリストが血を流されて新しく作りかえられた方なのです。聖書には、こう書いてあります。私たちがどういう存在なのか、と言いますのは、どんな過去があろうが、すでにキリストによってきよくきよめられているものだと言われています。それが自分だということを見つめ直さないといけません。どんな汚れた汚い過去を歩いてきたのかわかりませんが、その自分は十字架とともに死んでしまいました。私はキリストによって、すでにきよめられているものです。それがなにを意味するかと言いますと、どんな罪であろうがすべての罪をとっくに永遠に許されているものなのです。ヘブル10：14には、キリストが一度ご自分をささげることによって、私たちは永遠に全うされたと書いてあります。17節には、神様がもう二度と私たちの罪などは記憶もしない。だから、18節には、二度と罪のためにいけにえをささげるようなことはいらない。もう終わったのだとあります。過去の罪、覚えている罪、覚えていない罪、今現在の罪、これからの罪を含めて、すべての罪がもうとっくに許されてきよい存在になりました。その結果、罪によって、必ず罪と死の原理に捕らわれて、罰せられて、災いにあい、滅びるしかない運命の勢力に捕らわれるようになります。だれもそこから自力では抜け出すことができません。しかし、私たちはキリストによって、その死と罪の原理から永遠に解放されていて、もう二度と滅びることはできない存在になりました。すべての罪が許されてきよいものになっているのです。自分自身をきよくしようとすることは、言語道断です。キリストによってもうすでにきよくなりました。自分自身をそのように見ていないので、いつまで経っても自信が持てないし不安なのです。召された瞬間から実を結ぶ存在として、実を結ぶために召されているのに、中々、現実はそれが体験できないのです。ここでみなが見事にだまされているから。私はキリストによって、すべての罪が許されている者だ。イエス様が、この前の弟子たちの足を洗うときにも、ヨハネ13：10でおっしゃいました。全身、きよいのです。くまなく全身きよいのです。いまも弱さがあり、過去の過ちの記憶が脳裏に残っているかもしれませんが、関係ありません。とっくに永遠にきよめられてきよい存在です。

イエス様は、十字架の上でおっしゃいました。すべてを完了したと。イエス様の十字架の威力を無視してはいけません。馬鹿にしてはいけません。義人は信仰によって生きるのです。自分で自分をきよめるものではなくて、それでは永遠にきよめられません。地獄に行くしかありません。イエス･キリストが代わりに十字架で完璧に私たちをきよめられたので、私たちはそのキリストを信じることによって神様から義と認められるものになるのです。私たちがどれほどきよくきよめられて許されている者なのかと言いますと、私たちの内側に神様ご自信が好んで住まいにして内側に入ってともに住まわれるほどきよくなりました。だから、すでにきよめられたというのは、神が私の内側に入って内住する、そういう存在なのです。誰がでしょうか。自分がです。土の器のように壊れやすく、様々な人間的な限界を持っているのですが、一切関係なく、内側に神様がともにおられます。もうひとりの助け主があなたがたに来たときに、あなたがたの内側に来られて、いつまでもともにおられると宣言していらっしゃるし、その結果、イエス･キリストを信じているものは、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることがわかっていないのかと問いかけられるものです。ピリピ1：6にも、私たちの内側で良いことを始められた方が、キリストの日までに完成される、とあります。内側で良いことを始められたと。これがイエス様以来の旧約とは違う特徴なのです。内側に。どれほどきよいと神様ご自身が住まいにするのでしょうか。神様は、まったききよい方なので、これっぽっちも欠点があり罪があり汚れがあるところには住まわれることができません。神様ご自身が義ですから。それなのに、私たちの内側に住まわれるというのは、私たちがそれほどきよいものになっているということでしょう。ローマ3：23、「すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず」。だから、24節、キリストにあって、その神の恵みによって、神様は私たちを義と認められたとあります。神様がOKされたのです。自信を持ってください。自分自身を見直さないといけません。これが、神様がクリスチャンの私たちに一番に望まれることです。皆さんに大変なご苦労や、大変な業績を望んでいらっしゃるのではありません。皆さんは、これから正しい人間として頑張って礼儀正しく生きることを望まれる方ではありません。キリストによって、完璧にきよめられている、きよいものだと自分のことを見つめ直すこと、これが神様が望まれる第一です。
その結果、神が内側に内住していらっしゃるので、私たちの能力とは関係なく、当たり前に、この汚れている世の中をきよくしていくことができるものになっているのです。それほどきよいのです。だまされないでください。今日の聖書でもイエス様はおっしゃいました。わたしはぶどうの木で、あなたがたは枝ですと。そういう関係なのです。イエス様がぶどうの木で、私たちが枝というのは、そのぶどうの木のすべての栄養をいただいて、ぶどうの実を結ぶということでしょう。イエス様がなさることは、汚い世の中をきよくしていくことです。ひとりひとり汚れているたましいを、キリストの血によってきよめられることです。それが可能な存在です。ぶどうの木で、枝というのは、その役割を私たちが任されているのです。それほどきよめられているのです。先ほども申し上げたように、最初からそういう意味で、イエス様の実りを実らせるために召されたものなのです。そういうことで、私たちがイエス・キリストを信じた後は、私たちに対しての呼び方が変わります。マタイ5：14には、「あなたがたは、世の光です」とあります。そういわれるほどきよいものなのです。光というのは、イエス様にしか使わない言葉なのです。それからⅠペテロ2：9には、王である祭司という称号が私たちに与えられています。王である祭司と言われるほど、自分はきよいものなのです。過去に捕らわれないようにしましょう。過去が作り上げた自分を早く脱ぎ捨てて、そこから抜け出すようにしていただきたいと思います。このような存在を教会と言います。エペソ1：23には、キリストにあるすべての充満、満たしが、私たちに満たされていると言われています。神のすべての満たしが、私たちに満たされると。それが教会ですが、なぜでしょうか。それができるほどきよいものだからです。神様が安心して、神様のすべてをもって、神のすべての充満をもって臨まれることができるほどきよい存在です。誰がでしょうか。誰でもイエス･キリストを信じて受け入れた者はそうです。だから、どれほどきよいものなのか。ただ聖霊が臨まれると、力を得て、エルサレムから地の果てにまでイエスの証人になる。これは普通のことばではありません。聖霊の注ぎが当たり前に与えられるほどきよいものなのです。なにも疑わないようにしてください。なぜ疑うのかと言いますと、自分自身のことがまだ分かっていないからです。エルサレムから地の果てにまでイエスの証人になることができる、そのことのために私たちがどれほどきよいのかというと、ルカ10：19にあるように、蛇とサソリ、悪魔、悪霊、暗やみの力を縛り上げることができる権威が与えられているほどきよいのです。だから、当たり前に実を結ぶことができます。自分自身のことをこのように見直していない限りは、クリスチャンであるのですが、残念ながら信仰生活はまだ始まっていないと言えるのではないでしょうか。神様は、私たちに何かを要求される方ではありません。キリストの血によって、このように完璧にきよめてくださったのに、私たちクリスチャンが中々、それを認めないし、気づかないのです。そうすると、仕方がなく人間というのは100％,過去が作り上げた自分に捕らわれるしかありません。過去が作り上げた自分とともに人生を歩むしかありません。虐待されていじめられ、比較されて、貧しい生活の中で親にどうにかされて、恵まれていない環境の中、頭が悪い、そういうものが作り上げた自分の中に閉じ込められて、いつまで経ってもその自分を生きるのです。それはもう終わりです。私はキリストともに十字架で死にました。これが実りある人生の第一です。もうすでにそのようにできているので、信じればいいのです。義人は信仰によって生きる。そして、サタンがしつこくこれを邪魔するので、一回聞いてわかったではなくて、これが皆さんの感動になるまで、本当に過去の自分がへっちゃらになって、そこをいつまでもなにがあっても違うと捨て切れることができるほど、繰り返し、繰り返し、自分自身に言い聞かせてください。彫刻を作るかのように、何回も、何回も、ナイフをそこに当てるかのようにしていただきたいと思います。そうすると、当たり前に実を結ぶために召されているので、実を結ぶ人生の門が開かれるようになります。

そして、自分がこのようにきよいもの、幸せなもの、できるしかないものという確信を持っているものが、やっと教会が何かを理解して、教会を愛するものになります。そういう人が、やっと、教会がどれほど尊いのかわかるようになります。教会にはいろいろな人が来ているのですが、その人の過去や現在の外見や人間的な何かと一切関係なく、このイエスのいのちを中心にして教会を見るようになります。そして、教会だけが、この暗やみの世の中に光を照らすことができる唯一の存在、また、そのために召されているということがわかっているので、外見ではなくて、教会が尊いものだということがわかるようになります。だから、尊いものなので尊く扱うということを、愛するというのです。ただ愛情を注いで、人間的に良くしてあげるということが愛ではありません。キリスト抜きにして愛は語れないものです。ですから、キリストによって尊い存在、この世のために唯一の希望という尊さがわかってからこそ、教会を大事にするようになります。それでいろいろな利害関係があったり、支障があったときには、そういうことをまず覚えて譲って受け入れて、そして、何よりも待つようになります。いまはこうなのだが、まだわかっていないから待ってあげないといけません。神様が、実りある人生を歩むために召されたものなので。それが間違いなければ、それに気づいてもらうために、待つしかないのではないか。それを愛と言います。そして、教会、クリスチャンのひとりひとりが神様に召された祝福の意味が理解できるまで祈り、サタンの攻撃から彼らを守るためにみことばをもってフォローして、何ものにも影響受けずに自分の現場でしっかりと実りある人生を歩んでもらうために、彼らをみことばをもって育成していくようになります。ただの聖書の勉強とは違うのです。その人が本当に、自分の過去から抜け出して、キリストにある自分をしっかり見つめ直して、最終的には、どんな条件、状況、環境があろうが一切関係なく、聖霊の満たしを求めつつ、実りの確信をもって、天命を握って祈りに専念していたと、そこに立つことができるようにガイドしていくのです。これが教会を愛しているということです。何でも優しくしてあげるということではありません。この尊さがわかっているので、優しくするのです。できるだけつまずかないようにするために。自分が正しくて、相手が間違っていても、相手が正しいかのような受け入れ方もするわけです。なぜなら、尊いことがわかっているからです。しかし、そうするためには、まず、自分を見つめ直さないといけません。皆さん、自分が、イエス様がぶどうの木で、自分は枝だということがわかるのでしょうか。いのちによって結ばれているのです。そのぶどうの木のぶどうの液が流れてきて実を結ぶのは、枝をとおして実を結ぶわけです。本当の力はぶどうの木にあるのに、イエス様と自分との関係がそういう関係なのです。イエス様のすべてのエキスが流れ出て、私をとおして実を結ぶようになる。それがきよめられたという意味です。これっぽっちも疑わないようにしていただきたいと思います。イエス様は、そういうお話を弟子たちにしていらっしゃいました。それで、あなたがたに戒めをお話ししよう。私があなたがたを愛したように、互いに愛し合いなさい。そのことをこの文脈の中でおっしゃっているのです。私がぶどうの木で、あなたがたが枝であれば、互いに愛し合いなさい。これが別の話ではありません。それが実りある人生を歩むための鍵となるものです。
それから、それに続いてイエス様が一言おっしゃいました。この世にあって、様々な困難があり、この世があなたがたを憎むようになる。しかし、揺れることがないように。それはこの世がイエスを嫌うから、あなたがたをも嫌うものなのだ。それにとまどったり、躊躇したり、後退したりしてはいけません。安心しなさい。そういう話を15章の最後の部分で主が綴っています。つまり、実りある人生を生きるというのは、自分自身を見つめ直して、自分に聖霊が宿るほど、またこの汚れた世に光を照らすことができるほど、実を結ぶことが当たり前と言えるほどきよめられた者だということに確信をもって自信を持つことです。そうでないと、祈りは無理ではないでしょうか。聖霊が注がれるほどきよいものなのです。神様にOKと、義と認められている存在です。改めて申し上げます。私たちは違うと威張るかもしれませんが、過去が作り上げた自分の中を生きています。ひとりも例外なく。そこを脱ぎ捨てないといけません。過去は死にました。新しく作りかえられました。そういう意味で自分自身に謙虚でありながら自信を持たないといけません。私は間違いなく、イエスの実を結ぶようになるものだ。聖霊が注がれるしかない、きよい存在だ。神のすべてがわたしにとどまるようになっている。キリストの血潮によってきよめられているから。そうすると、自然に教会に対する意識が変わります。

そして、最後に、この世について正しく理解するものになります。簡単に申し上げると、クリスチャンの自分はこの世からまず聖別されて、区別されているものです。だから、この世が私たちを憎むということは、ある意味、当然なのです。まず、この世から区別されているのです。ローマ8：15、あなたがたは、奴隷の霊ではなくて、子としてくださる霊を受けたものだ。この世は奴隷の霊を受けているものであって、私たちは神の子となる例を受けているものです。同じ肉体をもって、同じ飯を食って、同じ仕事をしていると思うでしょうが、根本的に霊がもう違う存在なのです。だから、憎まれるということが、ある意味では当然なのです。エペソ2：13に、以前、あなたがたは、キリストから遠く離れていたものが、今は一緒になっているとおっしゃっています。この世は、キリストから遠く離れているものなのです。私たちはキリストの中に導き入れられているものです。ヨハネ5：24にも、死からいのちに移っているのです。この世は、死の中にいるのです。暗やみに覆われているのです。そこから私たちは引きあげられて、いのちを持つようになり、光の中に導きいれらている者です。つまり、この世から聖別されているものであると同時に、私たちはその世の中を生きていくものです。この世から逃げて別世界を生きるものではなくて、この世から聖別されているものなのに、その世の中を生きて、その世の人々とともに歩いて行かないといけないのです。しかし、うっかりすると、そこから逃避してしまいます。昔の修道院のように。あるいは、この世と一緒に歩いて行くために、妥協してしまうのです。逃げてもいけないし妥協してもいけない。そういう誘惑に陥るほど世の中を歩くものなのです。この世から逃げてもいけないし、世に溶け込んでもいけないのです。それをまず覚えていないといけないし、そして、最後に、逃避とか妥協するものではなくて、世の中を生きているのですが、彼らとは違う理由をもって、その世を生かす存在なのです。それが世に対して、私たちの姿勢であり態度です。つまり、この世に魅力感じてうらやむようなこともないし、この世を恐れることもありません。この世は、福音が求められる、私をとおして福音を聞くべきところ、つまり、私は伝道者としてこの世の中を生きるのです。ただある人は公務員の服を着て、ある人はお医者さんの服を着て、ある人は政治家の服を着て、ある人は商売人の服を着て生きるだけであって、私たちは生きる理由が違います。伝道者としてこの世を生かす目的のために、世の中を一緒に歩いて行くわけです。そのような、この世に対する正しい理解を持っているときに、当たり前なことである実りある人生の答えを見るようになります。
結論を申し上げましょう。私たちは召されたその瞬間から、実は実を結ぶことのために召されているのです。実りあるという特別なことではなくて、私たちが召された目的なのです。特権でもあります。ですから、福音宣教の実に対して負担を持つということは、すべて捨ててください。実が結ばれるというのは、神の契約であり、神様の答えです。だから、期待をもって祈っていかないといけません。必ず私をとおして実を結ぶようになります。そして、先ほども強調しましたように、そのために一番優先すべきことは、自分自身を見つめ直すことです。自分自身がきよいものだ。十分、実を結ぶことができるほどきよくなっているものだ。皆さんの弱さによって、変わっていない様々な部分によって、それを疑ってはいけません。皆さん、特に、皆さんの過去に引きずられて、その自分自身の祝福を逃していてはいけません。
最後に、もう一回申し上げます。私は十字架とともに死んだものです。古いものは過ぎ去り、すべてが新しく作られた。ただ新しいと、抽象的な言葉で終らないで、きよくなっているのです。今日申し上げましたきよいということはどういう意味なのか、ある意味、何も心配せずに、疑わずに、自分をとおして実が結ばれることに対して確信と自信をもって祈りつつ待っていればいいのです。

（祈り）
恵み深い天の父なる神様。私たちは神様の恵みによってクリスチャンになっています。それにもかかわらず、見事なサタンの偽りによって、過去が作り上げた自分に捕らわれ、そこにとどまってアップアップしていることが多くあります。どうか神様の憐みと恵みによって、このみことばの力によって、人間的な条件や過去や現実がどうであれ、キリストにあって完璧にきよめられた自信をもっても十分な自分を見つめ直すことができるようにひとりひとりを導いてください。それで実りある人生が当たり前なものとして、その期待をもって祈ることができるように、ひとりひとりを励ましてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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